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勢の変化 とそれに伴 う養護ニーズの変化に応 える形で、
















行や、家庭的要素を強調 した地域小規模 グループ ・ホ
ームな どへの移行が推進 される流れにある。
























むしろアタッチメン トの形成が途 中で阻害 された り、










なが りそのものをアタッチメン トと呼び、それが他 の
一zs一
どのような要素にもま して発達全般の礎 となることを
強調 した。 さらに彼は、乳幼児 と母親 との人間関係が
親密かつ継続的で、 しかも両者が満足 と幸福感に満た
され るような状態が精神衛生の基本であると述べ、こ
のことは一方で、マターナル ・デプ リヴェーシ ョン(母
性的養育の剥奪)に よってもた らされ るパーソナリテ
ィの障害が、永続的であるとい う結果 を強 く印象づけ
た。
このボウル ビィの一連 のア タッチメン ト研究は さ
まざまな論議を巻き起こ し、子 どもを保育所や児童施
設 にあずけることは、子 どもに、深刻で恒久的な悪い





転換 が進められた。伊藤(1972)に よれば、アメ リカ
では何十人 と一括 して収容する施設はほとん ど姿を消
していて、グループ ・ホーム、グループ ・プロフェッ
ショナル ・ホーム、グループ ・フォスター ・ホームな
どと呼ばれ る一般家庭の人数より少 し多い程度の規模




かで、施設養護 を受けてい る子 どもの割合は約10%、
オース トラリアでは約4%(平 本,2007、 渡邊,2007)で
あ り、スウェーデ ンでは、社会的養護を必要 とする児
童の大半が里親養育を受 け、施設養護は、里親への引
渡 しまでの一時的な保護 をのぞいて廃止 され てい る
(Andersson,2005)。 このように、大半の先進諸国では、
インスティチューション(施 設)は 廃止 され、 レジデ
ンシャルケア(里 親 とグループホーム)に 移行 してい
る。
日本においては、里親制度は広 く根付いているとは
言えない状況(養 護児童全体の約8%)で あ り、長 く













もにとって真 に悪影響を及ぼす状況 を特定 し、以下の







ッチメン ト理論 と施設養護の関連における正 しい理解



























達初期のデプ リベーシ ョンの影響を克服 していくとい













もと、一般家庭で育 った子 どものアタッチメン トの状
態を比較 し、児童養護施設で育った子 どものアタッチ






いとアタッチメン トの状態との関連 を示 している。 こ
こでは孤児院に生後8か 月を過ぎるまで入所 していた
子 ども、生後4か 月までに里親に引き取 られた子 ども、
施設入所経験のない子 どもの3つ のグループについて
それぞれ、アタッチメン トの状態 と、大人に対する無
差別的接近の状態を調査 した ところ、生後8か 月を過
















してお り、その後里親 に引き取 られた子どもとその里









の自己表象 との関連を調べてい る。発達初期 にアタッ










護に関 しては、いまだ、子 どもが肉親 との分離後、施

















離 され ることな どによ り、なん らかの心理的問題を抱
えていることが広 く指摘されている。それ と同時に、














た問題を抱 える子 どもに対 して、包み込むよ うな安定
感、子 どもへの同調、喜びの共有などを育み、新たな
安定 したかかわ りの中での自我機能の発達を計ること
な ど、育ちなお しの援助が重要であると指摘 している。
このことは、被虐待児が多 く入所す る児童養護施設に
おいて、子 ども達のケアを考えていく上で見過 ごす こ
とのできない重要な指摘である。
(2)日 常場面での関わ りを生か したケァ
西澤(1994)は 、虐待を受けた子 どもに対す る心理
臨床学的な援助モデル として、回復的接近と修復的接
近 という二種類のアプローチを平行 して行 う方法を提
唱 している。回復的接近 とは、子 どもの抱える心的外














まざまな 日常的局面に即 しなが ら、子 どもとの日常的










































育むこと、 さらに自分のエ ピソー ドをふ りかえ り表明
できる力を育むことなどを挙げてい る。イ ギリスでは、
家庭で暮 らすことのできない子 ども達に対 して、ライ


















着関係 と、それが施設児童の 自己形成に与える影響 と









的 自立と関わ ってい るとい う指摘 をしている。若松
(2004)は 、児童養護施設においてよく見られるよう








無力感を体験 している子 どもも多い と考えられる。 こ
ういった子ども達に対 して、小 さなことで も、自分を
好きになれ るような体験ができるよう、常に目標とな




る場所であるはずの家庭か ら切 り離され、施設とい う
場所で暮 らすことを余儀な くされている。 自分が無条
件にこの場所にいていいとい う安心感や、誰かに守 ら
れているとい う信頼感、自分が確かに必要 とされてい























に向けて、受容 され る体験や 自己肯定感の獲得が必要
であるとい うことが多く指摘されている。
そのような援助のために、どのような実践が必要で
あろ う。 このことに関 して、子 どもの 「居場所」 とい
う概念から考察 してみたい。
居場所 とはど うい う概念を指すのであろ うか。住 田
(2003)に よれば居場所 とは、 自己受容や自己承認、
自己肯定感、そ して安定感や安心感をもたらし、実感
させ るような具体的他者の共感的な理解や態度、つま
り具体的他者 との関係性、 さらに、そ ういった関係性
が営まれる一定の空間性である。つま り居場断 とは、
肯定的な対人的要素も含んだ空間であ り、子 どもにと
っては、他者 との関係性 をつ くり出すための拠点とな
るよ うなものであり、そこから自己肯定感や、他者へ
の信頼感を育むことが可能になるものである。
本来、子 どもにとって居場所 となる場所 として、第
一 に家庭が挙げ られ る。家庭 とは親密性 を基盤 とし、
子 どもが無条件に守られ、安心できる場所である。 家
庭 のもつこのような機能は、ほ とん どの子 どもにとっ
て当たり前に与えられているものである。 しか し家庭














を築いてい くための援助が今後検討 され るべきである。
7.さ まざまな居場所 をっなぐ
(1)複 雑な場 を生きる
居場所 とい う概念を踏まえ、改めて児童養護施設 と
い う場を眺めてみると、そこがいかに複雑な構成の上
に成 り立っているかがわかる。児童養護施設は、子 ど





がら暮さなければな らないため、多 くの子 どもにとっ



















した り、自分の 「居場所」が揺 らぐとい うことも起こ
りうるU










独立 して子どもの発達 を支援する場ではな く、それぞ









パシーに対する臨床技法 として提唱 したものを、谷 口
がより日常的かっ広い範囲をカバーす る援助モデルと
して援用 したものであり、そこでは病院内学級でのフ
ィール ドワークを通 して、教師が子 どもの生態システ
ムを有機的につなごうとする実践の様子が報告 されて
いる。







養護施設の子 どもたちに対 して、子 どもの気持ちを代
弁 した り、親の思いを代弁 した りしながら、親子のこ
ころのつながりを築いてい くのが援助者の役割である
と述べている。た とえ家庭 から離れて暮 らしていても、
子 どもたちにとって親子のつなが りを感 じられるよう
な援助 が求 められている。 また同様に、子どもが身を
置 く複数の場所(他 の施設、学校 、社会など)と 連携
し、それ らをつなぐことで、子 どもの居場所をつくり
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